
元島民が『端島（軍艦島）では朝鮮人差別はなく、皆が助けあって共同生活してた』と証言するも
NHKや朝日新聞などは聞く耳を持たず、端島で差別があったと決めつけ報道。

また元島民や産業遺産情報センターの加藤康子氏の発言を切取り端島で差別があったかのように印象操作
NHKや朝日新聞の報道は完全に偏っており、中立性は全くないと言わざる得ない

中国スパイの疑いの孔子学院は注視すべき

注目のインターネット情報報道回想録
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N高政治部（2020年11月12日）
批判の声はミュートし見ない枝野

11月12日に開催されたN高政治部に立憲民主党の枝野幸男代表が出演し、
高校生からの『SNSで否定的な意見をぶつけられたらどうする？』との質
問に「リプライは見てない！ミュートもバンバンかけるので否定的な意見は
基本的に読んでない。初めから敵扱いの否定的な意見は基本的に見てない』
と普段は『政府は国民の声に耳を傾けろ』と主張しながら自身は基本的に聞
く耳を持ってないことを暴露した。
その上で『否定的な意見をする人は自分がフォローをしてる人が“その意見
は一理ある”と言ってるような、見る価値がある否定的な意見は間接的に見
てる』と批判を直視できないことが露わになった。
また高校生から『憲法は国民の権利。憲法審査会をなぜやらない？国の根

幹である憲法を議論することが民主主義のレベルが上がることになるのでは？』
という厳しい追及に対して枝野幸男は『安倍前総理の思い通りペースでやっ
てなかっただけで憲法審査会は来週も再来週もやるし』と目を泳がせながら
言い訳し、『憲法は与野党が喧嘩し変えてはいけない！共産党の志位さんが
総理になっても心配ないのが憲法!』と話を逸らすのに必死であった。
尚、枝野氏は『開いてない訳でない』と主張していた憲法審査会は参議院

は1000日以上も実質的審議はされてなく、枝野氏の主張は詭弁であった。


